
ハ ロル ド ・チ ャイル ドにつ いて

水 田 圭 子

「キ ャサ リン・マ ンスフ ィール ドの 『詩集 』」(`KatherineMansfield's

Poems')と い う特色 あ る書評が1923年12月20日 付 けの 『タ イムズ ・リテ

ラ リー ・サプ リメ ン ト』(TimesLiterarySupplement,No.1144(Twenty

-SecondYear))
,p.892に 掲 載 され た。 これ は題名か らも明 らか な よう

に,マ ンスフ ィール ドの 『詩集』(Poems(1923))評 で あるが,匿 名 で公

表 され ていたため に文 章の書 き手 は必 ず しも明 らかでなか った。 そ して

今 日まで長 ら く,著 名 な詩人,小 説家,批 評家 のウ ォル ター ・デ ・ラ ・

メアの作 とされ て きたのだ が,前 号(『 英 米学研究』第32号)で,評 者 は

デ ・ラ ・メアで はな く,ハ ロル ド・チ ャイル ドとい う作家,批 評家 で あ

るこ とを述べ た。今 回 は,こ のハ ロル ド ・チャイル ドとい う人物 につい

て紹介 した い。

ハ ロル ド・ハニング トン・チャイル ド(HaroldHannyngtonChild(1869-

1945))は 『英 国 人 名 辞 典』(TheDictionaryofNationalBiography

(1941-1950))(略 称PMヲ)に よる と,ト マス ・ハニ ング トン・アーヴ ィ

ング ・チ ャイル ド(ThomasHannyngtonIrvingChild)と い う牧 師の

父 と,弁 護士(ソ リシター)の 娘で あ る母,フ ロー レンス(Florence)

との 間の,次 男 と して,グ ロス ター(Gloucester)で 生 まれた。 オ ックス

フ ォー ド大学 に進 み,2つ の 学寮 の特 待生 とな った。1892年 人 文学で二

番 の成績 でB.A.を 取 った後 は,法 律家の道 へ入 ったが,2年 で や めて,

俳 優 と して舞 台 に立つ ようにな った。 が,そ れ も長 くは続か なか った。

彼 は俳優 を廃 業す る前 か ら,作 家活 動 を始 め てい た。 『ザ ・ス タ マ』

(TheStar)に 短 篇 の シ リー ズを寄稿 した他,最 初の本,『 荒 野の フ ィル』
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(PhilOftheHeath,ヱ899)を 刊 行 した。 これは選挙法 改正法 案時代 の

ロマ ンテ ィックな小説で あ る。彼 は生 来文人 的な気質 を持 っていた よう

で あったが,ジ ャーナ リス トとして も活発 にペ ンを進 め,そ の分 野の仕

事 も軽 んず るこ とはなか った。1905年 か ら1910年 の 間 はず っ と 『アカデ

ミー』(TheAcademy)と 『バ ー リン トン・マ ガ ジン』(TheBurlington

Magazine)の 副 編集長 を務め,1912年 か ら1920年 ま では 『ジ ・オブザー

ヴ ァー』(TheObserver)の 劇 評 家 と して活躍 した。一方,旧 友 のブルー

ス ・リ トル トン・リッチモ ン ド(卿)((Sir)BruceLytteltonRichmond)

と一 緒 に 『タイムズ ・リテラ リー ・サプ リメ ン ト』 を出す こ とにな り,

そ れ は1902年 に創 刊 され た。 この 『タイムズ ～』 に40年 間 に渡 って才気

あふれ る充実 した内容の評論 を寄稿 した。初期 の段 階か らこ うした評論

の質の 高 さを認 め られて チャ イル ドは,『 ケ ンブ リッジ英 文学 史』(The

CambridgeHistoryofEnglishLiterature(以 下Historyと 略 す))の た

め に幾 章か を書 くように勧 め られ て もいた。 この幾章か で扱 われた内容

は極 めて広範 囲にわた り,実 に深 い共感 と学識 をもって詩 人 のクラ ップ

(Crabbe),小 説 家 ジェイン ・オース テ ィン(JaneAusten)に つ いて書

くこ とがで きた。

それ に劣 らず,彼 はまた,エ リザベ ス朝 を初 め とす るあ らゆる時代 の

演劇 に も特 別 の興 味 を持 ち続 けて いた。長年 に渡 り,『ザ ・タイ ムズ』(The

Times)の 劇 評 をエー ・ピー ・ウ ォー ク リ(A.B.Walkley)と 共 に担 当

した。彼 は,実 際 に舞台 に立 った経験 があ るの で,脚 本家 の仕事だ けで

な く,演 出家 と俳優 の仕事 も理解で きた。特 に,シ ェイクス ピアの上演

で は,権 威 ある歴 史学者 として次第 に地位 を確 立 した。アー サ ・クイラ・

クー チ卿(SirArthurQuiller-Couch)と ジ ョン ・ドー ヴ ァー ・ウ ィル

ソン教授(ProfessorJohnDoverWilson)の 編 集 による 『ニ ュウ ・シ

ェイクス ピァ』(`TheNewShakespeare')の 各 巻 には彼 の手 になる上演

史が掲 載 され た。 それ は,こ の シ リーズの完結 を待 たず に彼 が死亡す る
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まで続 いた。実際,手 元 に ある同 シ リー ズの 『ハ ム レ ッ ト』(Haynlet)に

掲 載 され て いるチ ャイル ドの上演 史 は詳細 を極 めた見事 な もので あ る。

演劇 に加 えて,チ ャイル ドが深 い興味 を持 ったの は,詩,音 楽,美 術

であ った。 彼 は1902年 か ら1905年 まで画家兼腐食銅版 製作 者及び彫版 師

の王立協会 の幹事 を した り,デ ィー ミエ イ(Dimier)の 『十六世紀 の フ

ラ ンス絵画 』(FrenchPaintingintheSixteenthCentury)の 翻 訳 を手

がけた りした。 また,ト マス ・バー デ ィ(ThomasHardy)に 関 す る著

作 や,ラ ル フ ・ヴ ォー ン ・ウ ィリァム ズ(RalphVaughanWilliams)

(1872-1958;英 国 の作曲家)の 『家 畜商人・ヒュー』(HughtheZ)rover)

の 台 本 を創 り,さ らには 『イエ ロー ・ロック』(TheYellowRock,1919)

とい う恋愛詩 まで書 いた。 しか し彼 のエ ネル ギーの大部分 は 『ザ ・タイ

ムズ』 にむ けられて いた。文芸評,劇 評 に加 えて,彼 は,特 別 な記事,

「一般 向 け記事」の寄稿者 と して もきわめ て信頼 されて お り
,こ れ らの抜

粋 が 『評論 と考 察集』(EssaysandReflections,1948)に 収 め られ てい る。

彼 の身辺 は毎 日忙 しか った と察せ られ るが,彼 は決 して 自らの評論 の質

を下 げな か った。 『愛 と無情』(LoveandUnlove,1921)と し・う題 名で

出版 され た評論 集 には 「幸福 とは,消 極的 に排 除す る事 では な く,積 極

的 に ます ます取 り入れ て行 くこ とであ る」 とい う彼独 自の人生観 が明 ら

か に されて い る。彼 は喘 息の再発 に悩 まされ なが ら も,快 活で皆 に好 か

れ た。健 康 が衰 えて も,ま た ロン ドンの彼の アパ ー トが爆 撃 され て も,

精 神 的価値 を信 じる彼 の気 力 は健 全 さを失わ なか った。

チャイル ドは1896年 ドル シラ ・メア リ(DrusillaMary,1918年 死 亡)

と結婚 した。彼女 は,女 優 のケ イ ト ・カ ッ トラー(KateCutler,1870-

1955)の 妹 で ある。 この最初 の妻の死後1934年 に エイ ッチ・スペ ンサー ・

ウ ィル キ ンス ン(H.SpenserWilkinson)の 娘 ヘ レン ・メア リ(Helen

Mary)と 再 婚 した。いずれ の結婚 にお いて も子供 には恵 まれ なか ったが,

か わ りに永遠の生命 を持つ 豊か な著作 を残 して,ハ ロル ド ・チ ャイル ド
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は1945年11月8日,リ トルハ ンプ トン(Littlehampton)で 亡 くな った。

以上 がD齠 の伝記 の内容であ る。チャイル ドが亡 くなった2日 後,『ザ ・

タイム ズ』 の1945年11月10日 付 け に 「ハ ロル ド・チ ャイル ド氏 称賛」

(`Mr.HaroldChild/AnAppreciation')と い う記 事が載せ られ た。 冒

頭,ハ ロル ド ・チ ャイル ドは,ホ ラテ ィウスの言葉 「気 品 あ る簡潔

さ」(simplexmunditiis:simpleinelegance)に 値 す る人 で ある と述べ

られて い る。彼 の文体 の簡潔 さは運動 選手の 四肢 を連想 させ る ものだが,

同 時 に適 度の色彩感や,感 性や,学 問 的言及 も含 まれて い る。 ジャーナ

リス トや 文学 を目指 す人のお手 本で あ ると述べ られて いる。 一方彼 の著

作 の真髄 を考 えてみ ると,彼 の中 には学 問 をひけ らか さない学者 の完璧

な例 が 見出だせ る。彼 は,芸 術 や詩の精 妙 さを鋭敏 な鑑識 眼で理解 す る

こ とが で きた。目の前 に ある作 品が,し っか りと根 の生 えて い る ものか,

あ るいは,い か に華麗 で あって も,浅 い土 に生 えた雑草 であ るか を区別

す るこ とがで きた。

最後 に,1945年11月9日 付 けの 『ザ ・タイムズ』 に掲 載 され た 「訃報」

(`Obituary')を 紹 介 しよ う。 これ は 「ハ ロル ド・チ ャイル ド氏 文学,

学 問,そ して 『ザ ・タイム ズ』」(`Mr.HaroldChild/Letters,Scholarship,

and"TheTimes"')と 題 され,『 ザ ・タイムズ』 の論説委 員 を長 年勤め

たハ ロル ド・チ ャイル ド氏が,リ トルハ ンプ トンの聖 フ ローラズ街(St.

Flora'sRoad,Littlehampton)で,76歳 で 昨 日亡 くなった とい う書 き出

しで始 まってい る。彼 は死 の数週 間前 まで筆 を捨 て るこ とは なか った。

最後 の数年 問は喘息が ひ ど くなってい たが,彼 は病魔 に屈せず,最 後 ま

で情 熱 を持 って密度の高 い文章 を書 い た。身体 はか な り長い 間強健 で は

なか ったが,大 いなる勇気 と決断 を もって乗 り越 えた。彼 は 自分 の仕事

を良心的 に熱 心 に実行 した。仕 事故 に彼 は心の平 静 さを失 うこ ともな く,

同僚 た ちか ら も,慕 われ,敬 われてい た と記 され てい る。

それ に続 いて写真が 入 り,先 に引用 したGの 内容 と同様 の詳 しい伝
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記が付 されて いる。チ ャイル ドは,こ のCに も執筆 を して いる。また

「言卜報」には
,チ ャイル ドが英 文学全般 に精 通 して いた事 を示 したHistory

へ の 寄稿 の きっかけ とな るエ ピソー ドが明か され てい る。Historyの 出版

の計画 がな され ていた時,ピ ー ターハ ウス学寮 の寮 長で あったエ ー ・ダ

ブ リュ ・ウ ォー ド(A.W.Ward)は 『タイムズ～』の編集 長 に,同 誌

か らの10編 ほ どの記事 を同封 し,彼 とジ ョー ジ ・ウ ォル ター ・プ ロザ ロ

(GeorgeWalterProthero)が 寄 稿者 をさが してい るこ と,ま た同封 し

た記事 の作者 を教 えて もらえるな ら,そ の人達 の間か ら新 人 を一 人二人

見つ け られ るか もしれ ない とい う旨の手紙 を送 った。 同封 されて きた記

事 は,二 編以外 はすべ てチ ャイル ドの書 いた もので あった。他の 寄稿 者

は既 に名前 の通 って い る人達 ばか りで あ り,そ の中で,チ ャイル ドー人

が無名 とい う大抜擢 であった。また彼は『ケンブ リッジ近 代 史』(Cambridge

ModernHistory)で は ミル トン(Milton)と そ の時代 につ いて書 いて い

る。

チ ャイル ドの出版 された本 は,必 ず しも多 くはな く,彼 の最高 の出来

と思 われ る書 き物 は大部分 匿名 の もので あ り,『 ザ ・タイムズ』 と 『タイ

ム ズ～』の フ ァイルの 中 に収 め られて いる。

以上1)Mヲ,『 ザ ・タイムズ』11月9日,10日 付 けの それぞれ の記事 の 内

容 を紹 介 した。 マ ンス フ ィール ドの 『詩集』へ の好意 的な書評 もや は り

匿名 で書 かれた もので,チ ャイル ドの鋭 い洞察 力が光 る真摯 な書評 は,

『詩集』の価値 を認め た貴 重 な資料 で ある
。 こ う した チ ャイル ドの ような

匿名作 家の功績 に,も っ と光が 当て られ るべ きで あろ う。

最後 に,手 元 にあ る資料 に よる と,マ ンスフ ィール ドの`AFairyStory'

が 掲 載 され た 『開かれ た窓』(The(openWindow,TheFirstVolume

October-March1910-11)に チ ャイル ドの 『四十 男』(`TheManof

Forty'),ま たTheSecondVolume(April-September1911)の 方 に

は 『森の 中で』(`lntheForest')が 収 め られてい る。 それ ぞれ,知 的で
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軽 妙 な読 み物で あ る。 これ らについ ては,い ずれ また稿 を改め て紹介 す

ることに しよう。
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